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今
年
も
昨
年
同
様
、
Ｗ
ｅ

ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
で
の
開
催

と
な
っ
た
（
写
真
）
。

開
拓
組
織
か
ら
は
連
盟
１４

会
員
組
織
の
代
表
、
全
開
連

・
全
国
開
拓
振
興
協
会
役
職

員
ら
３０
名
が
出
席
。

農
水
省
か
ら
は
、畜
産
局
、

農
産
局
、
消
費
・
安
全
局
、

経
営
局
各
課
の
担
当
官
１３
名

が
出
席
し
た
。

昨
年
６
月
に
連
盟
が
同
省

に
提
出
し
た
「
２３
年
度
畜
産

・
酪
農
政
策
並
び
に
予
算
に

関
す
る
要
請
」
の
重
要
項
目

（
①
国
内
畜
産
・
酪
農
業
の

経
営
安
定
対
策
と
生
産
基
盤

の
拡
充
・
強
化
②
畜
産
関
連

補
助
事
業
の
拡
充
・
強
化
③

国
際
貿
易
協
定
発
効
に
伴
う

関
連
対
策
の
拡
充
・
強
化
な

ど
６
項
目
）
を
中
心
に
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。

連
盟
・
菊
地
文
夫
委
員
長

の
挨
拶
の
後
、
畜
産
局
企
画

課
・
関
村
静
雄
課
長
が
挨
拶

で
「
畜
産
・
酪
農
の
現
場
が

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
配
合
飼

料
価
格
安
定
制
度
を
確
実
に

運
用
す
る
た
め
に
多
く
の
予

算
を
確
保
し
て
い
る
。
そ
の

他
関
連
対
策
に
つ
い
て
様
々

な
政
策
を
行
う
。
こ
れ
ら
が

生
産
現
場
に
活
用
で
き
る
よ

き

た
ん

う
、
忌
憚
の
な
い
意
見
を
伺

い
た
い
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
、同
省
各
課
か
ら
、

重
要
項
目
に
関
係
す
る
２２
年

度
補
正
・
２３
年
度
当
初
予
算
、

２３
年
度
畜
産
物
価
格
関
連
対

策
の
説
明
が
あ
っ
た
。

開
拓
組
織
の
代
表
か
ら

は
、
意
見
や
要
望
・
質
問
が

相
次
い
だ
。

酪
農
経
営
改
善
緊
急
支
援

事
業
（
生
乳
の
需
給
ギ
ャ
ッ

プ
を
改
善
す
る
た
め
、
一
定

期
間
、
早
期
に
乳
用
経
産
牛

を
リ
タ
イ
ア
さ
せ
生
産
抑
制

し
た
場
合
に
奨
励
金
を
交
付

す
る
事
業
）
に
つ
い
て
反
対

の
意
見
が
あ
り
、
「
経
費
高

騰
の
苦
し
い
経
営
状
態
で
、

こ
れ
以
上
減
産
し
て
収
入
を

減
ら
す
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
酪
農
は
長
年
の
積
み
重

ね
で
経
営
を
培
っ
て
き
た
。

簡
単
に
減
産
し
て
も
、
い
ざ

増
産
す
る
の
は
容
易
で
は
な

い
」
と
し
て
脱
脂
粉
乳
等
の

過
剰
在
庫
を
減
ら
す
対
策
を

求
め
た
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
畜
産
の
危
機
的
状
況
を
、

現
場
に
来
て
農
家
の
声
を
聞

い
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
上

が
っ
た
。

牛
マ
ル
キ
ン
の
補
て
ん
金

の
算
出
方
法
に
つ
い
て
の
質

問
や
、
子
実
用
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
な
ど
の
国
産
飼
料
原
料

を
、
ス
ム
ー
ズ
に
活
用
で
き

る
よ
う
な
施
策
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
進
め
て
欲
し
い
な
ど

の
意
見
が
出
た
。

そ
れ
ら
に
対
し
て
各
担
当

官
か
ら
は
見
解
を
示
し
な
が

ら
丁
寧
に
受
け
答
え
を
行
っ

た
。
ま
た
、
生
産
現
場
に
足

を
運
び
た
い
と
述
べ
た
。

全
日
本
開
拓
者
連
盟
は
２
月
１５
日
、
農
水
省
と
の
「
畜
産
・
酪
農
の
振
興
に
関
す
る

意
見
交
換
会
」
を
Ｗ
ｅ
ｂ
方
式
で
開
催
し
た
。
同
省
関
係
各
課
か
ら
の
２２
年
度
補
正
・

２３
年
度
当
初
予
算
の
説
明
に
対
し
て
、
開
拓
組
織
の
代
表
者
ら
は
畜
産
・
酪
農
が
置
か

れ
て
い
る
厳
し
い
現
状
を
説
明
し
、
さ
ら
な
る
支
援
対
策
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

農
水
省
は
３
月
１
日
に
開

い
た
食
料
・
農
業
・
農
村
政

策
審
議
会
食
糧
部
会
で
、
２３

年
度
の
「
麦
の
需
給
に
関
す

る
見
通
し
」（
案
）を
示
し
、

了
承
さ
れ
た
。

麦
の
自
給
率
は
低
く
、
国

内
産
麦
で
満
た
せ
な
い
需
要

分
に
つ
い
て
は
国
家
貿
易
に

よ
り
外
国
産
麦
を
計
画
的
に

輸
入
す
る
。
同
省
は
毎
年
、

麦
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定

を
図
る
た
め
、
同
見
通
し
を

策
定
し
て
い
る
。

▼
小
麦

日
本
の
人
口
は
近
年
減
少

局
面
を
迎
え
て
い
る
も
の

の
、
食
糧
用
小
麦
の
１
人
当

た
り
の
年
間
消
費
量
は
１
９

７
４
年
以
降
、
お
お
む
ね
３１

〜
３３
㌕
で
安
定
的
に
推
移
し

て
い
る
。

食
糧
用
小
麦
の
総
需
要
量

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
る
外
食

等
の
需
要
減
か
ら
回
復
基
調

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
２３
年
度

に
つ
い
て
は
前
年
度
と
同
じ

対
前
年
度
比
（
１
０
１
％
）

に
よ
り
算
出
し
、
５
６
２
万

㌧
と
し
た
。

生
産
量
に
つ
い
て
は
、
２３

年
産
の
作
付
予
定
面
積
と
、

直
近
３
ヵ
年
の
１０
㌃
当
た
り

収
量
の
平
均
値
な
ど
を
基
に

１
０
１
万
㌧
と
見
通
し
た

（
２２
年
度
見
込
み
は
９０
万

㌧
）
。

外
国
産
の
輸
入
量
（
政
府

か
ら
の
販
売
数
量
）
は
、
総

需
要
量
か
ら
国
内
産
流
通
量

（
９４
万
㌧
の
見
通
し
）
及
び

米
粉
用
国
内
産
米
流
通
量

（
５
万
㌧
の
見
通
し
）
を
差

し
引
い
た
需
要
量
に
、
備
蓄

数
量
の
増
減
分
を
加
え
た
４

６
４
万
㌧
と
見
通
し
た
。

▼
大
麦
・
は
だ
か
麦

食
糧
用
大
麦
及
び
は
だ
か

麦
の
総
需
要
量
は
、
主
食
用

の
需
要
が
減
少
傾
向
に
あ
る

一
方
、
焼
酎
の
家
庭
内
需
要

や
麦
茶
の
ノ
ン
カ
フ
ェ
イ
ン

需
要
が
増
加
し
て
お
り
、
ま

た
、
外
食
等
の
需
要
回
復
に

よ
り
発
泡
酒
等
の
需
要
増
が

見
込
ま
れ
、
全
体
と
し
て
堅

調
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
２３
年

度
に
つ
い
て
は
、
過
去
７
年

間
の
平
均
総
重
量
に
主
食
用

の
需
要
減
を
考
慮
し
た
３３
万

㌧
と
見
通
し
た
。

生
産
量
は
２３
年
産
の
作
付

予
定
面
積
に
、
直
近
３
ヵ
年

の
１０
㌃
当
た
り
収
量
の
平
均

値
な
ど
を
基
に
１５
万
㌧
と
見

通
し
た
（
２２
年
度
見
込
み
も

同
じ
）
。

外
国
産
の
輸
入
量（
同
）は

総
需
要
量
か
ら
流
通
量
（
１５

万
㌧
の
見
通
し
）
を
差
し
引

い
た
１８
万
㌧
と
見
通
し
た
。

農
水
省
は
３
月
１
日
、
食

料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議

会
食
糧
部
会
を
開
き
、
主
食

用
米
の
需
給
見
通
し
な
ど
の

基
本
方
針
（
案
）
を
示
し
、

了
承
さ
れ
た
。

２３
／
２４
年
（
２３
年
７
月
〜

２４
年
６
月
ま
で
の
１
年
間
、

以
下
同
様
）
の
需
要
見
通
し

は
、
６
８
０
万
㌧
（
前
年
の

見
込
み
６
９
１
万
㌧
）
で
１１

万
㌧
減
と
し
た
（
表
）
。

各
年
の
主
食
用
米
の
１
人

当
た
り
の
年
間
消
費
量
は
９６

／
９７
年
で
７５
・
０
㌕
だ
っ
た

が
、
２１
／
２２
年
で
は
５５
・
９

㌕
と
２５
年
間
で
約
２０
㌕
も
減

っ
て
い
る
（
図
）
。
こ
れ
ら

の
実
績
か
ら
、

２２
／
２３
年
の
年

間
消
費
量
を
５５

・
４
㌕
、
２３
／

２４
年
を
５４
・
８

㌕
と
そ
れ
ぞ
れ

推
計
し
、
各
年

の
日
本
の
人
口

の
推
計
値
を
乗

じ
て
需
要
見
通

し
を
算
出
し

た
。

２３
年
の
主
食
用
米
生
産
量

の
見
通
し
は
、
長
期
ト
レ
ン

ド
で
み
れ
ば
需
要
が
毎
年
１０

万
㌧
程
度
減
少
し
、
２３
／
２４

年
の
需
要
量
を
６
８
０
万
㌧

と
見
込
む
中
で
、
２２
年
産
米

（
６
７
０
万
㌧
）
と
同
水
準

の
作
付
面
積
と
し
て
生
産
量

を
設
定
し
て
も
、
６
６
９
万

㌧
と
需
要
量
を
１１
万
㌧
下
回

る
こ
と
か
ら
、
前
年
と
同
水

準
の
作
付
面
積
と
し
て
６
６

９
万
㌧
と
設
定
し
た
。

こ
の
結
果
、
２３
／
２４
年
の

主
食
用
米
等
の
供
給
量
の
合

計
の
見
通
し
は
、
２３
年
６
月

末
の
民
間
在
庫
量
が
１
９
１

万
㌧
の
場
合
は
８
６
０
万

㌧
、
１
９
７
万
㌧
の
場
合
は

８
６
６
万
㌧
と
な
る
。

国
が
行
う
備
蓄
に
つ
い
て

は
、
米
穀
の
生
産
量
の
減
少

に
よ
り
そ
の
供
給
が
不
足
す

る
事
態
に
備
え
、
必
要
な
数

量
の
米
穀
を
在
庫
と
し
て
保

有
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。毎

年
６
月
末
時
点
で
の
在

庫
量
１
０
０
万
㌧
程
度
を
現

行
の
適
正
水
準
と
し
て
、
需

給
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
必
要

な
数
量
を
保
有
す
る
こ
と
と

す
る
。

同
部
会
に
出
席
し
た
委
員

か
ら
は
、
需
給
安
定
を
評
価

す
る
声
や
、
引
き
続
き
作
付

け
転
換
が
重
要
と
の
発
言
が

あ
っ
た
。

ま
た
、
あ
る
委
員
は
、「
気

候
変
動
な
ど
も
あ
り
、
何
が

起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
時
代

な
の
で
、
減
産
に
つ
い
て
は

毎
年
丁
寧
な
検
討
を
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
話
し
た
。

野
村
哲
郎
農
相
は
２
月
２４

日
の
会
見
で
、
今
年
度
の
乳

製
品
の
輸
入
枠
の
中
で
、
す

で
に
在
庫
が
積
み
上
が
っ
て

い
る
脱
脂
粉
乳
の
入
札
を
行

わ
ず
、
他
の
乳
製
品
に
振
り

分
け
る
方
針
を
示
し
た
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ（
世
界
貿
易
機
関
）

協
定
に
基
づ
く
カ
レ
ン
ト
ア

ク
セ
ス
（
乳
製
品
の
輸
入
枠

が
生
乳
換
算
１３
万
７
千
㌧
）

に
沿
っ
た
入
札
枠
が
、
今
年

度
１
月
末
で
１２
万
７
千
㌧
落

札
済
み
で
残
り
が
１
万
㌧
と

な
っ
て
い
る
。
脱
脂
粉
乳
の

輸
入
枠
は
７
５
０
㌧
で
、
こ

の
う
ち
３
２
１
㌧
は
入
札
済

み
で
残
り
が
４
２
９
㌧
と
な

っ
て
い
た
。

残
り
の
枠
を
３
月
末
ま
で

に
、
バ
タ
ー
や
ホ
エ
イ
、
バ

タ
ー
オ
イ
ル
な
ど
、
他
の
乳

製
品
に
振
り
分
け
て
入
札
を

行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

乳
製
品
の
輸
入
枠
は
、
国

会
で
も
議
論
さ
れ
て
い
る
。

２０２３／２４年の主食用米等の需給見通し（万㌧）
１９１～１９７
（２１８）
６６９
（６７０）
８６０～８６６
（８８８）
６８０

（６９１～６９７）
１８０～１８６
（１９１～１９７）

※（ ）内は２２／２３年の見通し （農水省の資料から）

ａ

ｂ

ｃ＝ａ＋ｂ

ｄ

ｅ＝ｃ－ｄ

２３年６月末の
民間在庫量
２３年産主食用
米等生産量
２３／２４年主食用
米等供給量 計
２３／２４年主食用
米等需要量
２４年６月末の
民間在庫量

畜
産
・
酪
農
の
窮
状
を
訴
え
る

同
水
準
の
転
換
で
需
給
均
衡

畜
産
・
酪
農
の
窮
状
を
訴
え
る

畜
産
・
酪
農
の
窮
状
を
訴
え
る

連 盟

２３
／
２４
年
主
食
米
需
給
見
通
し

農
水
省
と
の
意
見
交
換
会

脱
脂
粉
乳
以
外
で
入
札

小
麦
需
要
は
回
復
基
調

２３
年
度
麦
の
需
給
見
通
し

乳
製
品
輸
入
枠
は
変
わ
ら
ず

Ｗｅｂ方式での会議の様子

・「食料・農業 知っておきたい話」―１１９―（２面）
・酪農家戸数減少に危機感 （３面）
・事故「自分事」で防止を―春の農作業安全確認
運動スタート― （４面）
・果樹凍霜害危険度推定シート公開 （５面）
・牛乳の異味異臭対策を発見 （６面）
・乳去勢 堆肥化過程で温室効果ガス半減（７面）
・畜産物需給見通し （８面）

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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戦
後
、
米
国
の
余
剰
農
産

物
の
処
分
場
と
位
置
付
け
ら

れ
、
日
本
の
食
料
自
給
率
は

ど
ん
ど
ん
低
下
し
た
。
カ
ロ

リ
ー
ベ
ー
ス
で
３８
％
と
い
う

自
給
率
だ
が
、
野
菜
の
種
の

自
給
率
が
１０
％
し
か
な
い
こ

と
や
化
学
肥
料
の
自
給
率
が

ほ
ぼ
ゼ
ロ
で
あ
る
こ
と
を
考

慮
す
る
と
、
実
質
は
１０
％
あ

る
か
な
い
か
く
ら
い
と
の
推

定
も
あ
る
。

我
が
国
が
国
民
の
命
を
守

ぜ
い
じ
ゃ
く

る
の
に
ど
れ
ほ
ど
脆
弱
な
国

で
あ
る
か
は
、
海
外
か
ら
の

物
流
が
停
止
し
た
ら
、
世
界

で
最
も
餓
死
者
が
出
る
の
が

日
本
、
と
の
米
国
の
大
学
の

試
算
に
も
如
実
に
示
さ
れ
て

い
る
。
今
こ
そ
、
国
内
農
業

生
産
を
増
強
し
な
い
と
い
け

な
い
の
に
、
逆
に
、
コ
メ
も

牛
乳
も
余
っ
て
い
る
か
ら
、

コ
メ
つ
く
る
な
、
牛
乳
搾
る

な
、
牛
殺
せ
、
牛
乳
捨
て
ろ
、

と
言
っ
て
い
る
。

牛
を
処
分
し
て
し
ま
っ
た

ら
、
ま
た
足
り
な
い
と
な
っ

て
も
、
牛
乳
生
産
回
復
に
は

３
年
近
く
か
か
る
か
ら
絶
対

に
間
に
合
わ
な
い
。
海
外
か

ら
の
輸
入
が
滞
り
つ
つ
あ
る

と
き
に
、
逆
に
自
ら
国
内
生

産
力
を
削
い
で
し
ま
う
「
セ

ル
フ
兵
糧
攻
め
」
を
や
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
。

牛
を
殺
し
た
ら
１５
万
円
支

給
す
る
と
か
、
後
ろ
向
き
の

愚
か
な
金
の
使
い
方
で
な

く
、
他
国
の
よ
う
に
農
家
に

し
っ
か
り
生
産
し
て
も
ら

い
、
政
府
が
穀
物
や
乳
製
品

の
在
庫
を
買
い
取
り
、
国
内

外
の
援
助
に
使
う
こ
と
で
需

要
創
出
す
る
前
向
き
の
政
策

に
財
政
出
動
す
れ
ば
、
農
家

も
消
費
者
も
助
か
る
の
に
、

日
本
だ
け
は
や
ら
な
い
。
援

助
政
策
は
米
国
市
場
を
奪
う

げ
き
り
ん

と
し
て
逆
鱗
に
触
れ
る
可
能

性
を
恐
れ
て
い
る
。

す
で
に
、
国
内
農
業
は
肥

料
、
飼
料
、
燃
料
な
ど
の
生

産
コ
ス
ト
暴
騰
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
農
産
物
の
販
売
価
格

が
上
が
ら
ず
、
こ
の
半
年
く

ら
い
の
間
に
廃
業
が
激
増
し

か
ね
な
い
。
直
近
の
酪
農
家

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
９８
％
が
赤

字
と
答
え
て
お
り
、
子
供
の

成
長
に
不
可
欠
な
牛
乳
を
供

給
す
る
産
業
が
丸
ご
と
赤
字

と
い
う
の
は
社
会
的
に
も
許

容
で
き
な
い
危
機
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
在
庫
が
過
剰
な

の
だ
か
ら
、コ
メ
つ
く
る
な
、

牛
乳
搾
る
な
、
と
言
い
な
が

ら
、
７７
万
㌧
も
の
コ
メ
と
１３

・
７
万
㌧
も
の
乳
製
品
の
莫

大
な
輸
入
は
「
最
低
輸
入
義

務
」と
言
っ
て
続
け
て
い
る
。

国
際
協
定
に
は
、
そ
ん
な
約

束
は
な
く
、
ど
の
国
も
そ
ん

な
輸
入
は
し
て
い
な
い
の

に
、
日
本
は
米
国
の
怒
り
に

触
れ
る
の
を
恐
れ
て
、
北
海

道
だ
け
で
１４
万
㌧
の
生
乳
の

減
産
を
し
な
が
ら
、
１３
・
７

万
㌧
の
輸
入
を
し
て
い
る
始

末
だ
。
米
国
か
ら
無
理
や
り

買
っ
て
い
る
コ
メ
は
国
産
米

の
１
・
５
倍
に
値
上
が
り
し

て
い
る
の
に
、
そ
ん
な
高
い

コ
メ
を
輸
入
し
て
国
産
を
減

産
さ
せ
て
い
る
。

国
内
農
業
の
崩
壊
を
加
速

さ
せ
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の

国
民
の
食
料
確
保
を
顧
み
ず

に
、
一
方
で
、
「
防
衛
費
５

年
で
４３
兆
円
」
「
敵
基
地
攻

撃
能
力
強
化
」
と
叫
ん
で
、

米
国
の
武
器
の
在
庫
処
分
に

も
協
力
し
て
い
る
。
い
く
ら

武
器
を
買
い
増
し
し
て
も
、

食
料
の
な
い
日
本
は
、
戦
う

ど
こ
ろ
か
、
逆
に
「
兵
糧
攻

め
」
さ
れ
て
餓
死
さ
せ
ら
れ

て
し
ま
う
。

そ
れ
ば
か
り
か
、
ま
と
も

な
食
料
生
産
の
苦
境
の
深
刻

化
を
放
置
し
た
ま
ま
、
昆
虫

食
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関
連
で
大

々
的
に
推
進
す
る
機
運
が
醸

成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、

学
校
給
食
で
コ
オ
ロ
ギ
が
出

さ
れ
て
物
議
を
か
も
し
て
い

る
。
イ
ナ
ゴ
の
食
習
慣
は
古

く
か
ら
あ
る
が
、
コ
オ
ロ
ギ

は
未
知
の
部
分
が
多
い
。
子

供
達
を
「
実
験
台
」
に
し
て

は
な
ら
な
い
。
戦
後
の
米
国

の
占
領
政
策
に
よ
る
学
校
給

食
や
、
今
年
か
ら
の
ゲ
ノ
ム

ト
マ
ト
の
学
校
へ
の
配
布
と

同
じ
よ
う
な
こ
と
に
し
て
は

な
ら
な
い
。

ま
と
も
な
食
料
生
産
振
興

の
た
め
の
支
援
予
算
は
長
年

減
ら
さ
れ
、
現
在
の
農
水
予

算
は
総
額
２
・
３
兆
円
な
の

に
、
武
器
に
は
毎
年
１０
兆
円

以
上
、
昆
虫
食
も
大
々
的
に

推
進
す
る
つ
も
り
だ
ろ
う

か
。
正
気
の
沙
汰
と
は
思
え

な
い
。
ま
と
も
な
食
料
生
産

振
興
に
は
お
金
は
出
せ
な
い

と
言
い
、
コ
ス
ト
高
で
苦
し

む
農
家
を
放
置
し
て
、
「
農

業
消
滅
」
を
進
め
な
が
ら
、

利
権
絡
み
の
コ
オ
ロ
ギ
食
振

興
に
莫
大
な
予
算
を
投
入
す

る
と
は
何
事
か
。
コ
メ
を
減

産
し
、
乳
牛
を
殺
し
、
牛
乳

を
廃
棄
し
、
ト
マ
ホ
ー
ク
と

コ
オ
ロ
ギ
を
か
じ
っ
て
生
き

延
び
る
こ
と
の
愚
か
さ
を
真

面
目
に
考
え
て
ほ
し
い
。

お
金
出
せ
ば
食
料
が
買
え

る
時
代
は
終
焉
し
た
。
不
測

の
事
態
に
国
民
の
命
を
守
る

の
が「
国
防
」と
い
う
な
ら
、

国
内
農
業
を
守
る
こ
と
こ
そ

が
安
全
保
障
の
要
で
あ
る
。

食
料
に
こ
そ
数
兆
円
の
予
算

を
早
急
に
付
け
な
い
と
国
民

の
命
は
守
れ
な
い
。

米
国
の
顔
色
を
う
か
が
っ

て
、
国
内
農
家
や
国
民
に
負

担
を
強
い
る
の
は
も
う
限
界

で
あ
る
。
政
治
・
行
政
も
我

が
身
の
保
身
で
な
く
国
民
を

守
る
覚
悟
を
持
っ
て
ほ
し

い
。
国
民
も
、
お
金
を
出
せ

ば
輸
入
で
き
る
の
が
当
た
り

前
で
な
く
な
っ
た
今
、
国
内

農
業
こ
そ
が
希
望
の
光
、
安

全
保
障
の
要
だ
と
認
識
し
、

一
人
ひ
と
り
が
国
産
農
産
物

を
買
い
支
え
る
行
動
を
今
す

ぐ
起
こ
そ
う
で
は
な
い
か
。

米
国
農
務
省
は
２
月
８

日
、
２２
／
２３
年
度
１０
回
目
の

世
界
及
び
主
要
国
の
穀
物
・

大
豆
に
関
す
る
需
給
見
通
し

を
発
表
し
た
。

世
界
の
穀
物
全
体（
小
麦
、

粗
粒
穀
物
、
米
）
の
生
産
量

は
、
前
年
度
同
様
消
費
量
を

下
回
り
、
期
末
在
庫
率
（
期

末
在
庫
量
×
１
０
０
／
消
費

量
）
も
前
年
度
よ
り
低
下
す

る
見
込
み
。
一
方
大
豆
の
生

産
量
は
史
上
最
高
と
な
り
、

消
費
量
を
上
回
る
と
見
ら
れ

る
。《

穀
物
全
体
》

▽
生
産
量
＝
２７
億
２
９
５

４
万
㌧
（
前
年
度
比
２
・
４

％
減
）

▽
消
費
量
＝
２７
億
６
３
２

０
万
㌧
（
１
・
５
％
減
）

▽
期
末
在
庫
量
＝
７
億
６

０
０
０
万
㌧（
４
・
２
％
減
）

▽
期
末
在
庫
率
＝
２７
・
５

％
（
０
・
８
％
減
）

小
麦
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

需
給
動
向
は
次
の
と
お
り
。

小
麦
：
世
界
の
生
産
量

は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
Ｅ
Ｕ
な

ど
で
減
少
し
て
い
る
が
、
豪

州
で
３
年
連
続
過
去
最
高
を

更
新
し
、
ロ
シ
ア
で
春
小
麦

の
収
穫
面
積
が
増
え
た
こ
と

か
ら
、
史
上
最
高
と
な
る
見

通
し
。
世
界
の
消
費
量
は
、

前
年
度
を
下
回
る
見
通
し
で

あ
る
が
、
期
末
在
庫
量
は
前

年
度
を
下
回
る
見
通
し
。
な

お
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
輸
出
量

は
前
月
の
見
込
み
よ
り
上
方

修
正
さ
れ
た
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
：
世
界
の

生
産
量
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
中

国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ

ム
な
ど
で
増
加
し
た
が
、
米

国
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
な
ど
で

減
少
し
、
前
年
度
を
下
回
る

見
通
し
。
世
界
の
消
費
量
も

下
回
り
、
期
末
在
庫
量
は
前

年
度
よ
り
下
回
る
見
通
し
。

ま
た
、
こ
ち
ら
も
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
輸
出
量
は
上
方
修
正
さ

れ
た
。

《
大
豆
》

世
界
の
生
産
量
は
、米
国
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
な
ど
で
減
少

し
て
い
る
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
が

過
去
最
高
と
な
る
こ
と
や
、

パ
ラ
グ
ア
イ
、
中
国
な
ど
が

増
加
す
る
た
め
、
前
年
度
を

上
回
り
史
上
最
高
と
な
る
見

通
し
。
世
界
の
消
費
量
は
、

中
国
な
ど
で
引
き
下
げ
ら
れ

る
も
、
前
年
度
を
上
回
る
見

通
し
。
期
末
在
庫
量
は
生
産

量
が
消
費
量
を
上
回
る
た

め
、
前
年
度
を
上
回
る
見
通

し
。※

年
度
の
と
り
方
は
、
品

目
及
び
地
域
に
よ
っ
て
異
な

る
（
例
：
米
国
で
は
、
小
麦

が
６
〜
５
月
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
・
大
豆
は
９
〜
８
月
）
。

シ
カ
ゴ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

市
況
の
価
格（
３
月
限
）は
、

２３
年
１
月
３０
日
で
６
８
３
・

７５
㌣
／
bu
（
ブ
ッ
シ
ェ
ル
）

で
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
値
を

下
げ
て
お
り
、
３
月
８
日
現

在
６
３
４
・
５０
㌣
／
bu
と
な

っ
た
（
約
７
％
減
）
。

米
国
内
で
は
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
よ
る
殺
処
分
が
６

０
０
０
万
羽
に
増
加
し
、
肉

牛
の
飼
養
頭
数
も
減
少
し
て

い
る
こ
と
な
ど
、
飼
料
需
要

が
減
少
し
て
い
る
と
見
ら
れ

る
。供

給
面
で
は
、
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
が
減
産
す
る
が
、
ブ
ラ

ジ
ル
の
豊
作
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。
米
国
は
端
境
期
で
動

き
は
少
な
い
。
世
界
の
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
在
庫
は
、
減
少
す

る
見
込
み
。

ブ
ラ
ジ
ル
の
豊
作
に
期
待

し
た
い
が
、
作
付
け
が
や
や

遅
れ
て
い
る
よ
う
で
楽
観
視

は
で
き
な
い
。
世
界
的
な
異

常
気
象
も
生
産
量
の
増
減
に

関
与
し
て
く
る
。

２３
年
度
第
１
四
半
期
（
４

〜
６
月
）
の
配
合
飼
料
価
格

は
、
久
し
ぶ
り
に
値
上
げ
は

避
け
ら
れ
そ
う
だ
が
、
大
幅

な
値
下
げ
と
は
な
ら
な
い
。

今
後
の
畜
産
が
発
展
し
て

い
く
た
め
に
は
、
国
産
の
飼

料
を
増
や
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

国
内
で
の
子
実
コ
ー
ン

や
、
飼
料
米
の
増
産
な
ど
の

発
展
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な

っ
て
く
る
。

農
林
水
産
省
が
２
月
８

日
、
粗
飼
料
の
輸
入
状
況
を

公
表
し
た
（
図
）
。

２２
年
１２
月
の
Ｃ
Ｉ
Ｆ
（
運

賃
保
険
料
込
み
条
件
）
平
均

単
価
は
、
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ

ヘ
イ
・
ペ
レ
ッ
ト
が
６４
・
６
円

／
㌕（
前
年
４０
・
６
円
／
㌕
）

で
２４
円
値
上
が
り
し
た
。
ビ

ー
ト
パ
ル
プ
・
ペ
レ
ッ
ト
が

５６
・
７
円
／
㌕（
同
４０
・
４
円

／
㌕
）
で
１６
・
３
円
上
が
っ

て
い
る
。
稲
わ
ら
が
５８
・
５

円
／
㌕（
同
４４
・
１
円
／
㌕
）

で
１４
・
４
円
上
が
っ
て
い
る
。

輸
入
量
は
、
ア
ル
フ
ァ
ル

フ
ァ
ヘ
イ
・
ペ
レ
ッ
ト
と
稲

わ
ら
が
増
え
て
い
る
。

値
上
が
り
の
要
因
は
、
産

地
の
状
況
も
あ
る
が
、
運
賃

の
値
上
が
り
に
よ
る
こ
と
が

大
き
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
が
弱
ま
り
、
さ
ら
に
船
の

運
航
が
順
調
に
な
っ
て
、
今

後
落
ち
着
い
て
く
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
。
ま
た
、
中
国
や

韓
国
の
需
要
が
増
え
て
い
る

こ
と
も
要
因
の
一
つ
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
。

稲
わ
ら
の
高
騰
は
、
中
国

国
内
に
お
け
る
需
要
増
や
在

庫
不
足
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
な
ど
に
よ
る
物
流
コ
ス
ト

の
上
昇
が
挙
げ
ら
れ
る
。

牧
草
地
が
あ
り
、
自
家
産

の
牧
草
を
収
穫
で
き
れ
ば
良

い
が
、
輸
入
粗
飼
料
を
使
わ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る

肉
牛
農
家
も
多
い
。

粗
飼
料
も
Ｗ
Ｃ
Ｓ
（
ホ
ー

ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
）

な
ど
の
国
産
へ
の
シ
フ
ト
を

加
速
さ
せ
る
こ
と
が
、
安
定

経
営
の
近
道
と
な
る
。

米国農務省

大豆

３億８３０１万ｔ
（７.０％増）

３億７６４１万ｔ
（３.９％増）

１億２０３万ｔ
（３.２％増）

２７.１%
（０.２㌽減）

※（ ）内は前年度比増減 （農水省の資料を基に作成）

世界の穀物・大豆需給見通し
トウモロコシ

１１億５１３６万ｔ
（５.３％減）

１１億６２３７万ｔ
（３.３％減）

２億９５２８万ｔ
（３.６％減）

２５.４%
（０.１㌽減）

小麦

７億８３８０万ｔ
（０.６％増）

７億９１１６万ｔ
（０.２％減）

２億６９３４万ｔ
（２.７％減）

３４.０%
（０.９㌽減）

生産量

消費量

期 末
在庫量

期 末
在庫率

２２年１２月粗飼料価格状況

CIF 平均単価（円／㌕）

２２年１２月 ２１年１２月 差

アルファルファ
ヘイ・ペレット ６４．６ ４０．６ ２４．０

ビートパルプ・
ペレット ５６．７ ４０．４ １６．３

稲わら ５８．５ ４４．１ １４．４

その他牧草 ６６．８ ４５．４ ２１．４

ふすま ５０．６ ３７．３ １３．３
資料：日本貿易統計

牛を殺し、生乳を廃棄し、トマホークと
コオロギをかじって飢える愚かさ

東京大学教授 鈴木宣弘氏

食料・農業 知っておきたい話 第１１９回

粗
飼
料
価
格
も
依
然
高
騰

穀
物
生
産
量
前
年
を
下
回
る

米
国
農
務
省
世
界
需
給
見
通
し

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
価
格
下
げ
傾
向
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中
央
酪
農
会
議
が
発
表
し

た
、
２３
年
１
月
の
指
定
生
乳

生
産
者
団
体
（
以
下
、
指
定

団
体
）
に
出
荷
す
る
酪
農
家

戸
数
（
沖
縄
を
除
く
）
は
、

１
万
１
０
６
３
戸
で
前
年
同

月
よ
り
８
０
５
戸
減
少
し

た
。
減
少
率
は
６
・
８
％
。

こ
れ
ま
で
の
１
月
の
減
少

率
は
図
の
よ
う
に
３
・
９
〜

４
％
台
で
推
移
し
て
き
た
た

め
、
減
少
の
幅
が
近
年
の
１

・
５
倍
以
上
に
広
が
る
こ
と

と
な
っ
た
。

特
に
都
府
県
で
減
少
率
が

高
く
８
・
５
％
（
５
８
７
戸

減
）
と
な
っ
た
。
近
年
は
５

％
台
で
推
移
し
て
い
た
た

め
、
よ
り
広
い
減
少
幅
だ
。

減
少
率
が
１０
％
を
超
え
る
県

が
、
山
形
、
千
葉
、
静
岡
、

長
野
、
佐
賀
な
ど
１２
県
に
及

び
、
全
国
的
に
も
深
刻
な
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

配
合
飼
料
の
高
止
ま
り
が

続
き
、
肥
料
や
敷
料
な
ど
の

生
産
資
材
費
も
高
騰
し
て
い

る
。
配
合
飼
料
価
格
高
騰
緊

急
特
別
対
策
な
ど
が
実
施
さ

れ
て
い
る
が
、
今
の
乳
価
で

は
安
心
し
て
経
営
で
き
る
ま

で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

今
後
、
乳
価
交
渉
が
全
国

で
本
格
化
し
て
い
く
が
、
経

費
に
見
合
っ
た
価
格
設
定
を

確
立
す
る
た
め
に
、
消
費
者

に
も
現
状
を
理
解
し
て
も
ら

う
よ
う
努
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

酪
農
家
個
々
に
で
き
る
対

策
に
は
限
界
が
あ
り
、
こ
れ

ま
で
培
っ
て
き
た
飼
養
管
理

技
術
を
守
り
な
が
ら
の
経
費

節
減
は
容
易
で
は
な
い
。
自

然
を
相
手
に
は
変
え
ら
れ
な

い
も
の
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
も
需

給
調
整
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
非
常
に
厳
し

い
。
一
度
牛
乳
を
搾
る
量
を

落
と
す
と
、
元
に
戻
す
の
に

も
大
変
な
努
力
が
必
要
と
な

る
。こ

の
ま
ま
で
は
離
農
に
歯

止
め
を
か
け
る
の
は
難
し

い
。
日
本
全
体
の
問
題
と
し

て
捉
え
、
対
策
を
講
じ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
本
の
酪
農
を
支
え
て
き

た
の
は
、
個
人
経
営
の
酪
農

家
の
方
た
ち
で
あ
り
、
こ
れ

か
ら
も
経
営
を
続
け
て
い
く

た
め
に
は
、
酪
農
家
が
安
心

し
て
経
営
を
続
け
ら
れ
る
政

策
が
必
要
で
あ
る
。

農
水
省
は
２
月
２８
日
、
２１

年
１２
月
末
現
在
の
農
用
地
区

域
内
の
農
地
面
積
を
公
表
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
前
年

か
ら
０
・
６
万
㌶
減
の
３
９

９
万
㌶
で
、
内
訳
は
農
用
地

区
域
へ
の
編
入
や
荒
廃
農
地

の
解
消
な
ど
に
よ
り
１
・
５

万
㌶
増
加
し
た
一
方
で
、
農

地
転
用
な
ど
に
よ
る
農
用
地

区
域
か
ら
の
除
外
、
荒
廃
農

地
の
発
生
な
ど
に
よ
り
２
・

２
万
㌶
減
少
し
た
。

農
用
地
区
域
に
含
め
る
土

地
と
は
、
①
集
団

的
農
用
地
（
１０
㌶

以
上
）
②
農
業
生

産
基
盤
整
備
事
業

の
対
象
地
③
土
地

改
良
施
設
用
地
④

農
業
用
施
設
用
地

（
２
㌶
以
上
ま
た

は
①
、
②
に
隣
接

す
る
も
の
）
⑤
そ

の
他
農
業
振
興
を

図
る
た
め
必
要
な

土
地
と
な
っ
て
い

る
。「

農
業
振
興
地
域
の
整
備

に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き

定
め
た
「
農
用
地
等
の
確
保

等
に
関
す
る
基
本
方
針
」
に

お
い
て
、
３０
年
時
点
で
確
保

す
べ
き
農
用
地
区
域
内
の
農

地
面
積
の
目
標
は
３
９
７
万

㌶
で
あ
る
。
達
成
す
る
た
め

に
は
年
間
約
０
・
３
万
㌶
の

減
少
に
と
ど
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
２
年
連
続
で
０

・
６
万
㌶
の
減
で
あ
っ
た
。

荒
廃
農
地
に
つ
い
て
は
、

離
農
に
歯
止
め
を
か
け
る
政

策
や
、
地
域
の
問
題
と
し
て

地
域
全
体
で
対
処
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
な
る
。ま
た
、

都
道
府
県
独
自
の
農
地
保
全

施
策
な
ど
の
推
進
に
よ
り
、

農
用
地
区
域
へ
の
編
入
を
促

進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

農
水
省
が
２３
年
２
月
に
取

り
ま
と
め
た
収
入
保
険
デ
ー

タ
集
（
２２
年
１２
月
末
時
点
）

に
よ
る
と
、
２３
年
（
２２
年
１２

月
末
）
の
収
入
保
険
へ
の
加

入
実
績
は
、
１２
月
末
ま
で
に

加
入
申
請
が
行
わ
れ
た
も
の

が
全
国
で
８
万
７
０
０
４
経

営
体
だ
っ
た
。
昨
年
か
ら
は

約
８
０
０
０
経
営
体
の
増
加

と
な
る
。

今
後
、
事
業
年
度
開
始
月

が
２
月
以
降
の
法
人
の
加
入

が
見
込
ま
れ
る
。
し
か
し
、

１９
年
１
月
に
始
ま
っ
て
５
年

に
な
る
が
、
目
標
の
１０
万
件

に
は
わ
ず
か
に
届
か
な
い
と

見
ら
れ
る
。

２１
年
の
保
険
金
等
の
支
払

状
況
は
、
経
営
体
数
３
万
４

７
０
件
（
加
入
者
数
に
対
す

る
割
合
５１
・
６
％
）
で
、
１

経
営
体
当
た
り
の
支
払
金
額

は
２
６
０
万
円
だ
っ
た
。

こ
の
制
度
で
は
、保
険
金
・

特
約
補
て
ん
金
の
支
払
い
は

保
険
期
間
の
終
了
後
に
な
る

が
、
保
険
期
間
中
で
あ
っ
て

も
資
金
が
必
要
な
場
合
は
、

無
利
子
の
つ
な
ぎ
融
資
が
受

け
ら
れ
る
。
２２
年
の
つ
な
ぎ

融
資
実
施
状
況
は
、
経
営
体

数
２
３
２
４
件
（
加
入
者
数

に
対
す
る
割
合
２
・
９
％
）

で
、
１
経
営
体
当
た
り
の
金

額
が
３
７
０
万
円
だ
っ
た
。

熊
本
県
球
磨
郡
錦
町
の
村

松
政
信
さ
ん
（
８８
歳
）
は
１

月
１６
日
、
地
方
自
治
功
労
が

認
め
ら
れ
高
齢
者
叙
勲
の
旭

日
単
光
章
を
受
章
し
た
。

村
松
さ
ん
は
地
元
の
開
拓

農
協
の
組
合
長
を
歴
任
し
、

い
し
ず
え

戦
後
開
拓
の
礎
を
築
い
て
き

た
。９１

年
８
月
か
ら
０３
年
８
月

ま
で
の
１２
年
間
、
地
域
住
民

に
推
さ
れ
て
同
町
議
会
議
員

に
当
選
・
在
職
し
、
そ
の
後

約
２
年
間
副
議
長
を
務
め
て

長
年
町
の
発
展
に
貢
献
し

た
。

村
松
さ
ん
は
「
８８
年
間
、

多
く
の
方
に
支
え
て
も
ら
い

な
が
ら
、
錦
町
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
を
取
り
組
ん
で
き

た
。
米
寿
を
迎
え
、
今
後
も

夫
婦
で
支
え
合
い
な
が
ら
錦

町
で
生
活
し
て
い
く
」
と
感

謝
を
述
べ
た
。

け
い
ち
ょ
う
ざ
ん

鶏
頂
山
開
拓
地
は
、
栃
木

県
北
西
部
の
塩
谷
郡
藤
原
町

（
現
日
光
市
）の
鶏
頂
山
山
腹

に
ち
え
ん

に
あ
り
、
近
く
を
日
塩
も
み

じ
ラ
イ
ン
が
通
っ
て
い
る
。

標
高
約
１
２
０
０
㍍
の
高

冷
地
で
、
９
月
下
旬
に
は
霜

が
降
り
、
冬
期
に
は
マ
イ
ナ

ス
２０
度
の
寒
さ
と
２
㍍
の
降

雪
と
な
る
。

４９
（
昭
和
２４
）
年
に
、
満

州
開
拓
な
ど
外
地
か
ら
の
引

き
揚
げ
者
や
県
内
か
ら
２０
戸

４５
名
が
入
植
し
た
が
、
厳
し

き
ん
じ
ゅ
う

い
自
然
条
件
や
禽
獣
の
被
害

に
よ
り
、
収
穫
は
ほ
と
ん
ど

得
ら
れ
な
か
っ
た
。
離
農
す

る
人
も
多
く
、
一
時
は
９
戸

に
ま
で
減
っ
て
し
ま
っ
た
。

残
っ
た
人
た
ち
は
「
和
と

協
力
」
を
信
念
に
、
悪
条
件

を
克
服
す
る
努
力
を
続
け
、

高
冷
地
野
菜
と
し
て
夏
出
し

の
早
生
ダ
イ
コ
ン
の
栽
培
に

成
功
し
た
。
生
産
物
は
７
㌖

離
れ
た
川
治
や
２０
㌖
離
れ
た

鬼
怒
川
ま
で
の
山
道
を
歩
い

て
販
売
し
て
現
金
収
入
を
得

た
。５１

年
に
鶏
頂
山
開
拓
生
産

農
業
協
同
組
合
（
５５
年
に
鶏

頂
山
開
拓
農
業
協
同
組
合
に

改
名
）
を
設
立
し
、
組
合
共

同
に
よ
り
京
浜
中
央
市
場
へ

の
出
荷
が
開
始
さ
れ
、
名
声

を
得
る
に
至
っ
た
。

改
名
し
た
頃
か
ら
、
当
地

区
は
基
本
営
農
類
型
地
区
の

指
定
を
受
け
、
１１
戸
の
新
規

入
植
者
を
迎
え
、
機
械

化
を
促
進
し
て
開
拓
地

の
総
面
積
は
１
６
０
㌶

ま
で
伸
び
た
。

そ
の
後
、
水
道
、
電

話
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
、

出
荷
施
設
の
建
造
、
道

路
整
備
な
ど
が
行
わ

れ
、
生
活
も
豊
か
に
な

っ
て
き
た
。

農
産
物
は
東
京
市
場
で
も

好
評
で
「
鶏
頂
山
大
根
」
は

消
費
者
に
大
人
気
と
な
る
。

６９
年
に
は
、
朝
日
新
聞
社

主
催
の
営
農
集
団
コ
ン
ク
ー

ル
で
野
菜
栽
培
集
団
経
営
日

本
一
と
し
て
、
同
農
協
が
朝

日
農
業
賞
を
受
賞
し
た
。

同
年
、
開
拓
２０
周
年
を
迎

え
、
式
典
と
共
に
記
念
碑
が

建
て
ら
れ
た
（
写
真
）
。
こ

れ
ま
で
く
じ
け
ず
に
開
拓
を

成
し
遂
げ
て
き
た
誇
り
を

「
鶏
頂
山
開
拓
賛
歌
」
に
刻

ん
だ
。

現
在
農
家
戸
数
は
１５
戸

で
、
雨
よ
け
ハ
ウ
ス
に
よ
る

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
（
約
３０
㌶
で

年
３
・
５
回
の
生
産
）
を
メ

イ
ン
に
し
て
、
畜
産
農
家
と

の
連
携
で
有
機
肥
料
を
活
用

し
た
野
菜
生
産
に
進
化
し
て

い
る
。

鶏
頂
山
開
拓
賛
歌

荒
れ
た
野
山
を
拓
か
れ
た

天
地
の
神
み
そ
な
は
す

風
さ
わ
や
か
な
我
が
郷
土

熱
誠
こ
も
る
愛
と
汗

起
て
総
親
和
総
努
力

開
拓
の
意
志
う
け
つ
ぎ
て

永
久
に
栄
え
ん
わ
が
楽
土

全
開
連
人
事（

２
月
２８
日
）

退
職

▽
藁
谷
芳
（
管
理

部
付
・
全
国
開
拓
振
興
協
会

出
向
）
▽
小
川
尊
徳
｛
東
日

本
支
所
青
森
事
業
所
長（
兼
）

八
戸
販
売
事
業
所
長
（
兼
）

十
和
田
販
売
事
業
所
｝

（
３
月
１
日
）

▽
東
日
本
支
所
次
長（
兼
）

青
森
事
業
所
長
（
兼
）
八
戸

販
売
事
業
所
長
（
兼
）
十
和

田
販
売
事
業
所
（
兼
）
ジ
ャ

パ
ン
ビ
ー
フ
農
協
出
向
（
東

日
本
支
所
次
長
）
酒
井
浩
太

全
国
開
拓
振
興
協
会
人
事

（
２
月
２８
日
）

全
開
連
復
帰
（
開
拓
情
報

部
長
）
藁
谷
芳（

３
月
１
日
）

開
拓
情
報
部
長
（
開
拓
情

報
部
）
松
本
比
出
美

３
月
後
半
か
ら
４
月
に
か

け
て
予
定
さ
れ
て
い
る
、
開

拓
組
織
の
主
な
行
事
は
次
の

と
お
り
。

３
月

２０
日

全
開
連
九
州
開
拓
豚

友
の
会
研
修
会（
佐
賀
）

２３
日

肥
後
開
拓
農
協
枝
肉

共
進
会
（
福
岡
）

２４
日

三
瓶
開
拓
酪
農
農
協

通
常
総
会
（
島
根
）

２８
日

千
葉
酪
農
農
協
通
常

総
会
（
千
葉
）

４
月

１８
日

那
須
箒
根
酪
農
協
通

常
総
会
（
栃
木
）

２５
日

栃
木
県
開
拓
農
協
通

常
総
会
（
栃
木
）

農用地区域内の農地面積（単位：万㌶）

編入等

１．５増

１．２増

１．４増

（農水省の資料より作成）

除外等

２．２減

１．８減

２．０減

対前年増減

０．６減

０．６減

０．６減

農地面積

３９９．０

３９９．６

４００．２

２１年

２０年

１９年

酪
農
戸
数
減
少
に
危
機
感

酪
農
戸
数
減
少
に
危
機
感

村
松
さ

ん

（
熊

本

）

に
旭
日
単
光
章

歯
止
め
を
か
け
る
対
策
が
必
要

農
地
面
積
が
０
・
６
万
㌶
減
少

荒
廃
農
地
再
利
用
を
推
進

栃木県日光市・鶏頂山開拓

「鶏頂山開拓賛歌」

収
入
保
険
５
年
で
８
万
件
超
え
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農
水
省
は
２
月
１０
日
、
２１

年
の
「
農
作
業
死
亡
事
故
に

つ
い
て
」
の
結
果
を
公
表
し

た
。
農
作
業
全
体
で
の
事
故

死
亡
者
数
は
２
４
２
人
で
、

前
年
か
ら
２８
人
減
少
し
た
。

事
故
区
分
別
で
は
、
農
業

機
械
作
業
に
よ
る
も
の
が
１

７
１
人
で
、
前
年
か
ら
減
っ

て
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し

て
事
故
全
体
の
７０
・
７
％
と

上
位
を
占
め
る
。
機
種
別
で

は
、「
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
」

が
５８
人
で
最
も
多
く
、
事
故

全
体
の
２４
・
０
％
を
占
め
て

お
り
、
次
い
で
「
歩
行
型
ト

ラ
ク
タ
ー
」
が
２２
人
（
９
・

１
％
）、
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
含

む
「
農
用
運
搬
車
」
が
２１
人

（
８
・
７
％
）
だ
っ
た
。
３

機
種
で
死
亡
事
故
全
体
の
４１

・
８
％
を
占
め
、
依
然
と
し

て
機
械
事
故
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、「
動
力
防
除
機
」

が
１６
人
（
６
・
６
％
）
と
、

人
数
・
割
合
と
も
に
過
去
１０

年
で
最
多
だ
っ
た
。

原
因
を
み
る
と
、
乗
用
型

ト
ラ
ク
タ
ー
で
は
「
機
械
の

転
落
・
転
倒
」
が
４０
人
と
最

も
多
く
、
機
種
に
よ
る
事
故

の
６９
・
０
％
を
占
め
る
。
歩

行
型
ト
ラ
ク
タ
ー
で
は
、

「
挟
ま
れ
」
が
９
人

（
４０
・
９
％
）、「
回

転
部
等
へ
の
巻
き
込

ま
れ
」
が
６
人
（
２７

・
３
％
）
の
順
で
多

い
。
農
用
運
搬
車
で

は
、「
機
械
の
転
落
・

転
倒
」
が
１１
人
（
５２

・
４
％
）、「
ひ
か
れ
」

が
５
人（
２３
・
８
％
）

の
順
で
多
く
発
生
し

て
い
る
。

施
設
作
業
に
よ
る

事
故
は
７
人
（
２
・

９
％
）で
、
原
因
を
み
る
と
、

作
業
舎
の
屋
根
な
ど
の
高
所

か
ら
の
「
墜
落
・
転
落
」
が

４
人
（
５７
・
１
％
）
と
、
事

故
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い

る
。機

械
・
施
設
以
外
の
事
故

で
は
、「
熱
中
症
」
が
２３
人

（
同
区
分
の
３７
・
１
％
）
と

最
も
多
く
を
占
め
る
。
次
い

で
「
ほ
場
、
道
路
か
ら
の
転

落
」
が
１１
人
（
１７
・
７
％
）

と
な
っ
て
い
る
。

年
齢
階
層
別
で
は
、
８０
歳

以
上
が
１
０
７
人
（
４４
・
２

％
）
で
最
も
多
く
、
前
年
か

ら
１２
人
増
加
。
次
い
で
７０
代

が
７５
人
（
３１
・
０
％
）
で
２６

人
減
少
。
６５
歳
以
上
は
２
０

５
人
と
、
全
体
の
８４
・
７
％

を
占
め
て
い
る
。

▼
重
点
推
進
テ
ー
マ
に
基

づ
い
て
、
農
業
者
へ
の
声
か

け
運
動
、
研
修
な
ど
で
の
転

落
・
転
倒
対
策
の
呼
び
か
け

徹
底
な
ど
を
行
う
。
こ
の
ほ

か
、
①
公
道
走
行
時
の
法
令

遵
守
②
「
農
林
水
産
業
・
食

品
産
業
の
作
業
安
全
の
た
め

の
規
範
」
や
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
周
知

・
実
践
③
熱
中
症
対
策
の
推

進
―
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

▼
同
省
は
作
業
事
故
に
つ

い
て
事
故
情
報
の
収
集
の
取

り
組
み
を
強
化
し
て
い
る

が
、
２２
年
は
３
８
５
件
の
報

告
が
あ
り
、
調
査
開
始
以
来

最
も
多
く
の
報
告
が
集
ま
っ

た
。
同
省
は
報
告
デ
ー
タ
と

と
も
に
、
注
意
喚
起
を
Ｍ
Ａ

Ｆ
Ｆ
ア
プ
リ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
毎
月
情
報
発
信
し
て
い

る
。

▼
会
議
で
は
、（
一
社
）
全

国
農
業
改
良
普
及
支
援
協
会

の
「
農
作
業
事
故
原
因
・
影

響
分
析
調
査
」
の
結
果
が
共

有
さ
れ
た
。
畜
種
か
ら
耕
種

ま
で
幅
広
く
行
っ
た
。

事
故
当
事
者
が
感
じ
た
キ

ー
ワ
ー
ド
は
、「
予
想
以
上

の
出
費
だ
っ
た
」
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
。
入
院
や
リ
ハ
ビ

リ
期
間
中
の
出
費
は
合
計
１

１
５
万
円
に
の
ぼ
っ
た
と
い

う
。
酪
農
で
は
、
代
替
者
を

確
保
す
る
以
外
方
法
が
な
い

場
合
、
費
用
が
４
４
０
万
円

ほ
ど
発
生
す
る
試
算
と
な
っ

た
。
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
て

い
た
可
能
性
も
あ
っ
た
。

▼
作
業
の
区
切
り
は
体
調

を
最
優
先
に
す
る
こ
と
や
、

機
械
の
補
修
が
必
要
な
も
の

は
な
る
べ
く
早
く
行
う
な

ど
、「
あ
の
時
に
あ
あ
し
て

い
れ
ば
…
」を
減
ら
す
た
め
、

早
め
早
め
に
対
策
に
取
り
組

む
。「
事
故
ゼ
ロ
が
一
番
の

低
コ
ス
ト
」を
常
に
念
頭
に
、

「
自
分
事
」
と
し
て
考
え
て

い
く
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え

か
け
た
。

農
水
省
が
公
表
し
た
「
茶

を
め
ぐ
る
情
勢
」に
よ
る
と
、

コ
ロ
ナ
禍
に
若
年
層
で
リ
ー

フ
茶
の
消
費
が
増
え
た
。

◆
時
期
の
価
格
差
、
リ
ー

フ
茶
の
消
費
拡
大
が
課
題

お
茶
の
価
格
は
、
茶
種
ご

と
の
価
格
差
、
茶
期
の
価
格

差
が
大
き
く
、
さ
ら
に
品
質

に
応
じ
た
価
格
差
も
加
わ

る
。
生
産
者
ご
と
の
収
益
の

差
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

緑
茶
（
リ
ー
フ
茶
）
の
消

費
量
は
減
少
傾
向
で
推
移
し

て
い
る
。
１
世
帯
当
た
り
の

リ
ー
フ
茶
の
消
費
量
は
、
２２

年
は
７
０
１
㌘
。
年
間
支
出

金
額
は
、
茶
飲
料
が
８
０
０

１
円
、
リ
ー
フ
茶
が
３
２
６

３
円
。
茶
飲
料
が
増
、
リ
ー

フ
茶
が
減
の
傾
向
が
０７
年
以

降
続
い
て
い
る
。
年
代
別
で

は
、
若
年
層
で
は
茶
飲
料
の

消
費
量
が
、
高
齢
層
で
は
リ

ー
フ
茶
の
消
費
量
が
多
い
傾

向
。◆

コ
ロ
ナ
禍
の
お
茶

の
消
費
動
向

コ
ロ
ナ
前
と
比
べ

て
、
全
体
で
１４
・
３
％

の
人
が
リ
ー
フ
茶
を
家

で
飲
む
頻
度
が
増
え
て

い
る
。特
に
若
年
層
で
、

「
増
え
た
」
の
割
合
が

高
い
（
図
）。
お
茶
の

健
康
機
能
に
魅
力
を
感

じ
た
こ
と
な
ど
が
理
由

と
み
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
お
茶
の
在
庫
量
に

つ
い
て
は
、
５５
％
が
「
昨
年

同
期
よ
り
少
な
い
」、
仕
入

れ
見
込
み
量
は
７２
％
が
「
昨

年
以
上
か
同
程
度
」
の
回
答

だ
っ
た
。

◆
消
費
拡
大
の
取
り
組
み

国
内
外
か
ら
の
観
光
客
へ

の
お
茶
の
魅
力
発
信
や
、
花

粉
症
の
症
状
を
和
ら
げ
る
効

能
や
免
疫
機
能
維
持
の
効
能

な
ど
、
同
省
な
ど
が
積
極
的

に
お
茶
の
ア
ピ
ー
ル
を
行
っ

て
い
る
。
若
年
層
の
茶
葉
か

ら
お
茶
を
飲
む
量
が
コ
ロ
ナ

禍
終
了
後
も
安
定
す
る
よ

う
、
継
続
し
た
消
費
喚
起
が

望
ま
れ
る
。

小
中
学
校
が
春
休
み
に

入
る
３
月
は
、
牛
乳
の
消

費
喚
起
が
急
務
と
な
る
。
地

方
競
馬
が
一
丸
と
な
り
、
消

費
喚
起
の
新
た
な
取
り
組
み

で
あ
る
「
地
方
競
馬
ミ
ル
ク

ウ
ィ
ー
ク
」
を
行
う
と
馬
事

畜
産
振
興
協
議
会
は
２
月
２０

日
に
発
表
し
た
。

実
施
期
間
は
３
月
９
〜
１６

日
の
８
日
間
。
全
国
の
地
方

競
馬
場
で
、
約
１
万
２
千
個

の
牛
乳
・
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど

の
乳
製
品
を
来
場
者
に
配
布

し
、
消
費
拡
大
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
。

ま
た
、
地
域
の
酪
農
を
応

援
す
る
「
が
ん
ば
れ
！
○
○

の
酪
農
応
援
賞
」
な
ど
の
冠

レ
ー
ス
を
全
国
１０
ヵ
所
で
開

催
す
る
。
優
勝
し
た
馬
の
関

係
者
に
は
、
副
賞
と
し
て
地

域
ゆ
か
り
の
乳
製
品
が
贈
ら

れ
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
も
実
施
す
る
。

各
界
の
努
力
が
実
り
、
か

つ
て
な
い
苦
境
に
追
い
込
ま

れ
て
い
る
酪
農
家
へ
の
支
え

と
な
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

農
水
省
が
２
月
１７
日
に
公

表
し
た
２２
年
産
の
「
茶
の
摘

採
面
積
、
生
葉
収
穫
量
及
び

荒
茶
生
産
量
（
主
産
県
）」

に
よ
る
と
、
主
産
県
の
荒
茶

生
産
量
は
減
少
し
て
い
る
。

主
産
県
の
茶
の
摘
採
実
面

積
は
２
万
７
８
０
０
㌶
で
、

１
千
㌶
（
３
％
）
減
少
し
た
。

主
産
県
で
も
割
合
の
高
い
静

岡
県
で
面
積
が
減
っ
た
こ
と

や
、
生
産
者
の
高
齢
化
に
よ

る
労
力
不
足
、
価
格
低
下
か

ら
の
廃
園
な
ど
が
影
響
し

た
。茶

の
生
葉
収
穫
量
は
３３
万

１
１
０
０
㌧
と
な
り
、
前
年

産
並
み
。
一
番
茶
の
時
期
に

全
国
的
に
天
候
が
良
く
、
凍

霜
害
な
ど
も
な
く
生
育
が
順

調
に
進
ん
だ
が
、
静
岡
県
で

二
番
茶
以
降
の
収
穫
量
が
下

が
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い

る
。荒

茶
生
産
量
は
６
万
９
９

０
０
㌧
で
、
８
０
０
㌧
（
１

％
）
減
少
し
て
い
る
。
一
部

の
生
産
県
で
生
葉
の
水
分
量

が
多
く
歩
留
ま
り
が
下
が
っ

た
こ
と
が
影
響
し
た
。

２２
年
産
荒
茶
生
産
量
１
％
減

事
故「
自
分
事
」で
防
止
を

摘
採
面
積
も
引
き
続
き
縮
小

春
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動
ス
タ
ー
ト

農
水
省
は
２
月
１３
日
、
２３
年
の
「
春
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動
推
進
会
議
」
を

Ｗ
ｅ
ｂ
で
開
催
し
た
。
春
の
農
繁
期
で
あ
る
３
月
１
日
〜
５
月
３１
日
の
３
ヵ
月
間

が
実
施
期
間
と
な
っ
て
い
る
。
今
年
の
春
の
運
動
テ
ー
マ
は
「
徹
底
し
よ
う
！
農

業
機
械
の
転
落
・
転
倒
対
策
」と
し
、
ほ
場
周
り
の
危
険
箇
所
の
確
認
や
危
険
回
避

の
着
実
な
実
践
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
な
ど
の
着
用
の
徹
底
を
求
め
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍

若
者
リ
ー
フ
茶
飲
用
増

農水省の資料（https://www.maff.go.jp/j/seisan/
sien/sizai/s_kikaika/anzen/jikojoho.html）から

引
き
続
き
消
費
喚
起
が
課
題

危険箇所の改善事例

２１
年
農
作
業
死
亡
事
故
２８
人
減

機
械
が
依
然
原
因
上
位

競
馬
場
で
ミ
ル
ク
ウ
ィ
ー
ク

牛
乳
消
費
拡
大
目
指
す馬事畜産振興協議会の

資料から

キャンペーン
のロゴマーク

ほ場進入路の
幅を広くした
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凍霜害は、収量や品質に大きな影響
を及ぼす農業気象災害の１つである。
近年の地球温暖化により、果樹の生育
が前進し、凍霜害に遭遇する機会が増
加している。
福島県農業総合センター果樹研究所
では、これまでに切り枝を用いた低温
処理試験を行い、発育ステージごとに
気温から凍霜害発生の確率を予測する

モデルを作成した。同所はこのモデル
を使い、生育ステージごとに予想気温
から凍霜害の危険度を推定できる「果
樹の凍霜害危険度推定シート」を作成、
公開した。
危険度推定シートは、リンゴ、ニホ
ンナシ、モモ、オウトウ、ブドウの５
樹種に対応している。対象樹種の該当
する生育ステージに予想される最低気

温を入力すると、その気温が１
時間続いた場合に３割以上の花
芽・花器・幼果に障害が発生す
る確率を「危険度」として％表
示する仕様になっている（図）。
危険度が５０％を超えると入力欄
が赤くなり、より危険度が高く
なっていることを示す仕組みと
なっている。危険度の数値が大
きくなるほど、防霜対策の必要
性が高くなる。
シートには各生育ステージの
「安全限界温度」も示されてお
り、その温度が１時間続いた場
合わずかでも障害が発生する恐
れがある温度も同時に把握でき
る。シートに入力する予想気温
は、気象庁が提供する地域時系
列予報を参考に、自園で予想さ
れる最低気温を入力する。
同所はシートを利用することで、防
霜対策に対する意識が高まり、適切な
防霜対策が実施されることを期待して

いる。シートは福島県農業総合センタ
ーのホームページから入手することが
できる。

（公財）中央果実協会など５団体が
主催する「第２４回全国果樹技術・経営
コンクール」が２月１６日に開催された。
同コンクールは毎年度開催され、果樹
の生産技術や経営方式などで他の模範
となる先進的な農業経営者に賞が贈ら
れる。
２２年度のコンクールでは、戦後開拓

ま さ ひ ろ

農家である安部正博さん（６６歳）が優
秀な成績を修め、農林水産大臣賞を受
賞した。
正博さんが経営する「安部ぶどう園」
は、県下有数の農業生産地域でもある
大分県宇佐市にある。現在、栽培面積
２７０ａのブドウ園を経営するブドウ専

業農家で、安部夫妻、長男夫妻、パー
ト雇用３名で経営を行っている。
就農時は「巨峰」が中心だったが、
様々な品種の導入によって面積を拡
大。現在の主力品種である「シャイン
マスカット」などの有望品種を地域で
先駆けて意欲的に導入し、地域の生産
者のモデルとして活躍する。７月から

９月までの早期加温、普通加温、
無加温、雨よけ、露地と作期を
ずらすリレー栽培で労働時間の
分散を図り、少人数で効率的に
管理している。
７月からお盆前の高単価時期
の出荷や、有色系ブドウとシャ
インマスカットのセット販売、
対面・FAXに加えWebを活用
するなど、販売方法も工夫。１
㎏箱が主流だった出荷形態以外
にも、販売業者の要望に応じて７００ｇ
箱、３５０ｇパック販売も開始。黒系・赤
系・緑系の３色セット販売や自園ホー
ムページで予約販売を推進するなど、
新しいことにも挑戦してきた。
同園は、１９４７（昭和２２）年に正博さ
んの父・勝さんが山本開拓に入植した
ことからスタート。７７年に２２歳で就農
し、８３年に父の跡を継いだ。９２年には、
旧県開拓農協のブドウ部会発足に尽力
し、組合員だけでなく員外からの加入
も促進。部会員後継者の指導や施設化

を推し進めた。開拓農協解散後は、有
志で大分果樹園芸組合を立ち上げ、組
合長を務めるなどして地域の共同出荷
の維持に貢献してきた。
現在は県立農業大学校の学生を受け
入れ、技術継承に貢献。２２年には開拓

も と あ き

３世である元昭さんに経営継承。地域
のブドウ農家の良き相談役として、地
域農業の発展に取り組んでいる。
初代が切り開いた開拓地を守り、日
々ブドウづくりに励む安部さん親子で
ある。

農水省は２月１５日、「２２年産ニホン
ナシ、ブドウの結果樹面積、収穫量及
び出荷量」を公表した。ニホンナシの
生産量が増加した一方で、ブドウは減
少した。
ニホンナシの結果樹面積は、前年産
から２００ha（２％）減少し、１万１００ha
となった。１０ａ当たり収量は、新潟県
・福島県などでおおむね天候が良く生
育が順調だったことから、作柄の悪か
った前年産を１６０㎏（９％）上回ったこ
となどが影響し、１９５０㎏だった。
収穫量は１万１８００ｔ（６％）増の１９
万６５００ｔ、出荷量は１万１１００ｔ（６％）
増の１８万３８００ｔとなった。都道府県別

の収穫量割合は、千葉県が１０％、茨城
県・栃木県が９％、福島県が８％、長
野県が７％となっており、この５県で
全国の約４割を占める。
ブドウの結果樹面積は、前年産から

１００ha（１％）減少し、１万６４００ha。
１０ａ当たり収量は、寄与率の高い長野
県で降雨を原因とした裂果被害が発生
したため、前年産を９㎏（１％）下回
り９９１㎏だった。
収穫量は前年産から２５００ｔ（２％）
減の１６万２６００ｔ、出荷量は１５００ｔ（１％）
減の１５万２４００ｔ。
都道府県別の収穫量割合は、山梨県
が２５％、長野県が１８％、岡山県・山形
県が９％、福岡県が４％となっており、
この５県で全国の約７割を占めてい
る。

ジャガイモシロシストセンチュウ
は海外から侵入したジャガイモの重
要害虫で、発生地域では１６年から植
物防疫法に基づいて緊急防除が行わ
れている。農研機構北海道農業研究
センターは、防除手順を取りまとめ
た標準作業手順書を公表した。
同センターは関係機関と連携し、
発生ほ場で防除技術の改善と効果の
検証を重ねてきた。その結果、複数
の防除技術を確立し、効率的に被害
を低減できる防除技術の組み合わせ

を選定した。
同手順書は、
緊急防除で使
われた防除技
術の「農薬処
理」「線虫捕
獲作物の栽
培」について、
効果や実施手
順、体系化例、
留意点などをまとめたもの。今後、新
たな地域で同虫が発生し緊急防除が実
施される際に、手順書に基づいて防除
計画を策定・実施することで、効率的
かつ早期での封じ込めが期待できる。

果樹凍霜害危険度推定シート公開

果樹の凍霜害危険度推定シート（ニホンナシの例）

福島県農業総合センター果樹研究所の資料から

安部さ
ん（大分）農水大臣賞

全国果樹技術・経営コンクールで

受賞した安部夫妻

２２年産ニホンナシ出荷量６％増
ブドウは１％減

ジャガイモシロシストセンチュウ
農研
機構緊急防除対策技術を公開

農研機構の資料から

防霜対策を効果的に防霜対策を効果的に
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牛乳はしばしば「異常風味」などを
はじめとする異味異臭が問題となる。
発生すると商品価値の低下や風評被害
などを招き、生産者の大きな損失とな
る。
東京家政大学は、異味異臭の原因物
質の１つ「２―ヨード―４―メチルフ
ェノール（以下、2I4MP）」が発生す
る環境を特定し、対策を考案した。
～発生環境の特定～
2I4MP は低濃度でも異臭を感じさ

せ、牛乳の品質を低下させる可能性が
あり、対策が急務となる。2I4MPの構
造式の中にヨウ素が含まれ、搾乳時に
乳房殺菌のために使うヨウ素系殺菌剤

のヨウ素が前駆物質（発生する成分の
１つ前の状態の物）「ｐ―クレゾール
（飼料由来のアミノ酸の一種である「チ
ロシン」から産生されることで知られ
る物質）」と反応してニオイが発生し、
生乳に移っていると推定された。
そこで、同大学は、①恒温水槽（ウ
ォーターバス）を使った「有機合成手
法」でｐ―クレゾールにヨウ素を反応
させ、2I4MPがどの程度発生しやすい
か、副生成物が発生しないかを確認②
牛舎内でどう2I4MP が発生したか③
デシケーター（防湿保管庫の役割をす
る化学実験器具）を使い、2I4MPがど
のように生乳に移ったか―の３点につ

いて確認した。
～牛ふんと混ざるとニオイが発生～
①～③の方法により、牛ふんに含ま
れているｐ―クレゾールにヨウ素が反
応し、牛舎内で生乳にニオイが移り、
異臭が発生していることが確認され
た。搾乳機による搾乳の際には、集乳
１Ｌに対して約１Ｌの牛舎内の空気を
取り込むと言われている。乳房の消毒
にヨード系ディッピング剤はよく使わ
れるが、牛舎内の空気に混ざって取り

込まれ牛ふんと結合すると、こうした
異臭を生み出し生乳の評判にダメージ
を与える。
同大学は対策として、牛ふんにヨー
ド系消毒薬をこぼさないよう注意し、
牛床やバーンクリーナー、排水溝など
には捨てないことが重要と訴えた。
ヨード系ディッピング剤が牛ふんに
混ざらないよう、余ったディッピング
剤もふんから離して適切に処理するこ
とを常に意識したい。

昨年１２月に酪農会館（渋谷区）で開
かれた「２２年度酪農ヘルパー事業中央
研究会」で、富士開拓農協の組合員、
静岡県富士宮市の菊池進一郎さん（４４
歳）が発表を行った。その内容を紹介
する。

○酪農ヘルパーから新規就農○
菊池さんは１１年に就農した。現在、
経産牛３０頭、哺育・育成牛４頭の計３４
頭を飼養し、１０ha の草地を管理。和牛
の繁殖にも取り組み、精力的に経営を
行っている。就農１年目は経営継承事

業、その後は青年給付金を活用、不足
分は自己資金を充てた。
牧場実習生だった時に酪農ヘルパー
を知った。酪農ヘルパーとして３０軒の
牧場に貢献。ヘルパーになって良かっ
たと感じるのは、全ての牧場が違う経
営で、色々な形があると知ることがで
きたこと。現在もその経験は役立って
おり、色々な酪農家と知り合うことが
できたため、牛の病気など困った時に
相談がしやすい環境を得られている。
今後就農する酪農家にも、ヘルパー
を経験することを薦める。様々な経験

を積むことができ、自分の力にもなる
ことを伝えた。

牛乳の消費拡大気運を盛り上げ
るため、各開拓組織は努力を続け
ている。昨年行われたパッケージ
のリニューアルや、牛乳の無料配
布などの取り組みを紹介する。
○「三瓶高原牛乳」リニューアル
三瓶地区（島根県）の開拓酪農
家が生産した生乳のみを使ってい
る「三瓶高原牛乳」は、パッケー
ジに産地・酪農家の手書きイラス
トで温かみが表現されている。酪
農家の想い、産地の魅力を飲む人
により強く届けられるよう、牛乳
パックのデザインを昨年１１月１日にリ
ニューアルした。
牛乳パックの側面には、開拓酪農家
が開拓期からの想いを継承し心を込め
て生乳づくりに取り組んでいることな
どが紹介されている。三瓶開拓酪農家
のみが生産した牛乳であるため、安定
した品質が自慢。牛乳をきっかけに、
三瓶地区を訪れるきっかけにもなるこ
とが望まれている。
○ゆうき青森、牛乳配布でアピール
昨年、東北町で開催された２回の牛
肉販売のイベントでは、「あおい森の
牛乳」が牛肉の購入者先着約１００名に配

られた。「あおい森の牛乳」は、青森
県東北町産の生乳のみを使った牛乳と
なっている。
また、ゆうき青森農協の乙部輝雄代
表理事組合長は、同農協管内の東北町

し ち の へ の へ じ

・七戸町・野辺地町・六ヶ所村で、牛
乳の消費拡大のアピール活動を展開。
各役場を訪問し、牛乳１００本を贈呈し
た。乙部組合長は、「これから乾杯す
る機会があったら、牛乳で乾杯をして
少しでも多く飲んでほしい」と訴えた。
開拓組織に関わるすべての人々の努
力が実り、牛乳の消費が拡大すること
が切に望まれる。

岩手花平農業協同組合（滝沢市）が
組織する花平乳牛検定組合の検定員で
ある小林ひとみさん（４９歳）が、乳用
牛群検定全国協議会が２月２０日に都内
で開いた２２年度乳用牛群検定全国協議
会で、優秀検定員として表彰された。
小林さんは、岩手県盛岡市の非農家
出身。１６年から検定員として勤務して
おり、牛群改良に貢献してきた。

優秀検定員表彰は、検定員経験が５
年以上、人格・見識がともに高く、検
定農家の信望が厚い検定員を各県が推
薦し、同協議会が表彰している。８９年
から毎年行っているもので、２２年度は
全国で２３人が選ばれている。

１月２４日に、韓国で再びアフリカ
豚熱が発生した。新型コロナウイル
ス禍の規制は緩和の一途、春先にア
ジア圏での祝祭日も点在するため、
海外からの観光客がさらに増加する
ことが見込まれる。アフリカ豚熱が
日本で発生しないよう、対策を今一
度確認したい。
☆消毒・交換を徹底
畜舎へ出入りする車の洗浄・消毒

を徹底する。農場専用と豚舎専用の長
靴や衣類に必ず着替えてから豚舎に入
る。また、衛生管理区域には、極力関
係者以外の立ち入りを禁止する。
☆野生鳥獣にも要注意
イノシシ防護柵やネットに破損がな
いかよく確認する。周囲の草刈りも徹
底し、イノシシの豚舎への侵入に十分
警戒する。日々豚の観察を徹底し、異
常発見の際は即時通報が重要となる。

牛乳の異味異臭対策を発見
余ったディッピング剤は牛ふんから離して

岩手県中央家畜保健衛生所の資料から

菊池さ
ん（富士

開拓）が発表
２２年度酪農ヘルパー事業中央研究会で

写真提供：全開連

三瓶高原牛乳リニューアル
ゆうき青森は無料配布で消費喚起

小林さ
ん（岩手

花平）
優秀検定員に

新しい「三瓶高原牛
乳」のパッケージ

配布された「あお
い森の牛乳」

アフリカ豚熱が韓国で続発
観光客、野生動物など侵入経路注意
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畜産業の持続可能で健全な発展のた
めには、地域環境に配慮することが重
要となる。牛のゲップに含まれるメタ
ンや、排せつ物の処理過程などで産出
される温室効果ガスの削減が課題とな
っている。
栃木県畜産酪農研究センター（那須
塩原市）は農研機構と連携して、慣行
の配合飼料に比べて粗たんぱく質（以
下、CP）含量を低減させた配合飼料を
同センター内のホルスタイン種去勢牛
に給与する先行試験を行った。試験で
は、肥育・枝肉成績に影響せずに堆肥
化過程で温室効果ガスの発生量が半減
することが分かった。
そこで、同センターは同様の方法で
現地実証試験を行い、低CPアミノ酸
バランス改善飼料が発育及び枝肉成績
に与える影響を明らかにした。
【試験方法】
県内のホルスタイン種去勢牛肥育牧

場（大田原市・
以下、現地農場）
で、約３７０日齢の
ホルスタイン種
去勢牛３６頭を２
群に分け試験に
供試。試験区に
は、CP 含量を
下げ、リジンとメチオニンを添加する
ことでアミノ酸バランスを整えた「ア
ミノ酸バランス改善飼料（以下、改善
飼料）」を、対照区には慣行配合飼料
を給与した。試験期間は２０年９月～２１
年４月。
改善飼料は、過剰給与となりやすい
たんぱく質原料の配合割合を減らし、
不足がちになるリジンやメチオニンを
補うことでアミノ酸の給与バランスを
改善している。供試牛は２１年３～４月
に約２０ヵ月齢で出荷した。
給与配合飼料は、CP含量を試験区

が１０．５％、対照区が１２．０％、可消化養分
総量（TDN）を両区ともに７５％に設定。
また、給与メニューは両区ともに配合
飼料は１０．５㎏／日、稲わらは２．０㎏／日
給与した。
供試牛の体重は現地農場に設置して

こ う

ある牛衡計で測定した。
【結果】
試験開始時の日齢及び体重の推移

（表１）は、両区に有意差は認められ
なかった。枝肉格付け成績についても、
両区に有意差は認められず同等の肉量
・肉質成績だった（表２）。
以上のことから、アミノ酸バランス
改善飼料は、嗜好性、増体や肉質に影
響を与えないことが確認された。さら
に、原料価格は慣行飼料が１０㎏当たり

６５１円、改善飼料が１０㎏当たり６４９円と
同等であった。
【考察・展望】
同センターは、慣行飼料と同程度の
原料価格で給与できるアミノ酸バラン
ス改善飼料を給与することによって、
排せつ物由来の一酸化二窒素の発生を
半減でき、地球環境に配慮した畜産の
実現が期待できるとしている。また、
現在は交雑種肥育牛に改善飼料を給与
することで、本試験と同様の効果を得
られるか取り組んでいる。
※本成果は、農林水産省研究推進事
業委託プロジェクト研究「農業分野に
おける気候変動緩和技術の開発」にお
ける「畜産分野における気候変動緩和
技術の開発」によるもの。

佐賀県が主催する「第１回佐賀県Ｆ
た い

ＵＮＢＡＬ（ふんばる）堆肥コンクー
ル」の表彰式が２月１０日に行われた。
最優秀賞には、佐賀県開拓農業協同組
合（現：佐賀県開拓畜産事業協同組合）

よ し は る

の元職員、德久好春さん（７５歳）が選
ばれた。
好春さんの堆肥は、適正な濃度や腐
熟度で、耕種農家が利用しやすい高品
質なものであることが評価された。表
彰式では、「堆肥作りは、夏は酷だが

つ な

土作りに繋がる。今だからこそ土の力
は、国の力だと確信している」と語っ
た。

堆肥舎は発酵舎、熟成舎、製品舎の
３棟を所有。発酵舎ではもみ殻や米ぬ
か、戻し堆肥を使い水分調整を行い、
病原菌や雑草種子を不活化する十分な
温度（７０～８０℃）を確保。熟成舎で落
ち着かせ（５０℃）、製品舎でも週１回

か く は ん

ショベルローダーを使って攪拌作業を
実施。これらにより、固形分が少ない
サラサラとした製品となり、耕種農家
やハウス栽培農家が利用しやすい高品
質な堆肥作りを心がけている。
好春さんは２００７年まで同組合に勤

め、組合農場で交雑種肥育牛の飼養管
理を行っていた。退職後は、自宅近く

で処分される
牛舎を購入
し、これまで
の経験を活か
して黒毛和種
の肥育事業を
開始した。現
在は、好春さ
んと後継者、
従業員の計３
名で経営。黒毛和種１５０頭、預託事業と
して経産牛２０～２５頭の１７０頭前後を飼
養している。出荷される肥育牛は、銘
柄牛の「和牛びより」として販売。配
合飼料は同組合オリジナルのものを、
稲わらは県内産を給与している。
肥育部門では、個体管理の徹底のた

めに集合掲示板を設置。配合飼料給与
量やワクチネーションなどの健康状
態、肥育状況を一目で共有できるよう
に工夫して飼養している。
好春さんは、さらなる良質な堆肥を
製造するために、堆肥の先進地の視察
や耕種・園芸農家との意見交換を行う
予定。ニーズに合った堆肥作りと販売
に注力し、ペレット堆肥の製造にも着
手したい考えだ。
最後に「肥育牛部門で生産資材等の
高騰により大変厳しい状況下にある
が、堆肥生産は肥育牛事業が基になる。
堆肥の品質向上はもちろん、肥育牛の
肉質にも力を注いで肥育経営を向上さ
せたい」と今後の意気込みを語ってく
れた。

農畜産業振興機構は、肉用牛肥育経
営安定交付金（牛マルキン）の２２年１２
月分の交付金単価（確定値）を公表し
た。乳用種で標準的販売価格が標準的
生産費を下回ったため、引き続き交付
が行われる。肉専用種は２３都道県で発
動した。
交付金単価（１頭当たり）は、乳用
種が４万９１６６．１円（前月は３万６９６４．８
円、確定値）。
前月分と比べると、販売価格が下降
し、素畜費や飼料費などが大きく増加
したため、交付金は増額となった。

農畜産業振興機構は３月１０日、肉用
牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）
の交付金単価（２３年１月分、概算払い）
を公表した。乳用・交雑種で標準的販
売価格が標準的生産費を下回ったた
め、交付が行われる。肉専用種は４４都
道府県で発動した。
交付金単価（１頭当たり）は、乳用
種が３万８８７８．４円、交雑種は８３０１．８円。
前月分と比べると、交雑種は販売価
格が減額し生産費が増加したため発
動、乳用種は販売価格が増額となった
ため減額となった。

ふん尿などが体表
に付着したままにす
ると、強固に固まっ
てヨロイとなり、簡
単に洗い落とすこと
ができなくなる。
ヨロイには、食中
毒や感染症の原因となる腸管出血性大
腸菌（Ｏ―１５７）などの病原体が潜んで
いる。ＨＡＣＣＰ完全義務化により、
これまでよりも衛生的な食肉処理が求
められている。ヨロイによって枝肉が
汚染された場合、枝肉の価値が低下す
るため、以下の点に注意するように心
がける。

●冬場は牛床が乾燥しにくく、牛体
に汚れが付着しやすくなる。湿気がこ
もらないように、寒さなどにも注意し
ながら換気を行う。
●資材費が高騰している現状ではあ
るが、こまめに敷料を交換し、牛床環
境の清潔さを保つ。
●出荷前に汚れを見つけたら、金ぐ
しなどを使って落とす。付着している
ヨロイが取れない場合には、バリカン
などで毛ごと剃る方法がある。その際、
音に驚いた牛が動いたり蹴ったりする
場合があるので、事故には十分に注意
する。
汚れがひどい場合、食肉処理場によ
っては受け入れを拒否されることもあ
るため、牛体の汚れをチェックする習
慣をつけることが重要となる。

乳
去
勢 堆肥化過程で温室効果ガス半減
低ＣＰアミノ酸バランス改善飼料で

現地実証試験の様子

堆肥舎で作業する好春さん

第１回佐賀県ＦＵＮＢＡＬ堆肥コンクール
德久さ

ん（佐
賀）最優秀賞德久さ

ん（佐佐
賀賀）最優秀賞

写真提供：全開連

ヨロイを付けない飼養管理を
牛床環境を清潔に

乳用種で発動継続 乳用・交雑種で発動
牛マルキン１２月分 牛マルキン１月分

表１ 配合飼料の成分含量（現物％）と試験開始時の日齢及び体重の推移
区分 配合飼料成分 供試頭数 平均日齢 平均体重

ＣＰ ＴＤＮ 開始時 ２ヵ月後 ４ヵ月後 出荷時
試験区 １０．５ ７５ １８ ３７４．４ ５２９．７ ６０６．４ ６９３．９ ７６２．５
対照区 １２．０ ７５ １８ ３７１．２ ５２９．４ ６１０．６ ７０５．３ ７７６．１

表２ 枝肉格付け成績のまとめ
区分 枝肉重量

㎏
胸最長筋面積

㎠
ばらの厚さ

㎝
皮下脂肪の厚さ

㎝
歩留基準値

％ ＢＭＳ

試験区 ４２６．６ ４０．８ ５．２ １．８ ６９．２ ２．０
対照区 ４３３．６ ４０．８ ５．２ ２．１ ６８．９ ２．１

写真・表ともに栃木県畜産酪農研究センターの資料から
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

出荷頭数増が見
込まれ、弱もち
あいのままか

２月は新型コロナウイルスの影響が
弱まって、外食需要の回復が期待され
たが、動きは鈍いままだった。物価高
騰による節約ムードが牛肉購入に歯止
めをかけているようだ。
「和牛肉保管在庫支援緊急対策事業」
に取り組む事業者は保管在庫の活用が
優先され、枝肉の仕入れが全体的に停
滞している。
【乳去勢】２月の東京食肉市場の乳
牛去勢Ｂ２の税込み枝肉平均単価（速
報値）は、９３９円（前年同月比９４％）と
なり、前月より２８円下げた。
３月の出荷頭数は、前年同月より多
い見込み。
【Ｆ₁去勢】２月の東京食肉市場の交
雑種去勢税込み枝肉平均単価は、Ｂ４
が１６１１円（前年同月比９９％）、Ｂ３が
１３８０円（９６％）、Ｂ２が１２０３円（９６％）だ
った。前月に比べ、Ｂ４は５１円、Ｂ３
は１０７円、Ｂ２は９７円いずれも下げた。
３月の出荷頭数は、乳去勢同様、前
年同月よりも多くなる。
【和去勢】２月の東京食肉市場の和
牛去勢の税込み枝肉平均単価はＡ４が
２２００円（前年同月比９６％）、Ａ３が１９６１
円（９５％）だった。前月に比べ、Ａ４
が１０６円、Ａ３は１４２円それぞれ大幅に
下がった。
【輸入量】農畜産業振興機構は３月
の輸入量を総量で３万２８００ｔ（前年同

月比９７％）と予測。内訳は、冷蔵品１万
５１００ｔ（９０％）、冷凍品が１万７７００ｔ
（１０４％）。冷蔵品は、国内需要の低下や
現地価格の高騰のほか、入船遅れの影
響などから、３月はかなり前年を下回

るとみられる。一方冷凍品
は、輸入量自体は例年同時
期より少ないものの、豪州
産の生産量の回復が見込ま
れているため前年同月をや
や上回るとみられる。
例年であれば、年度末で
買い控えの時期であるが、
新型コロナウイルスによる
外出控えが収まり、各種旅
行支援なども相まって消費
者の動きが活発になってく
ることに期待したい。
年度末を過ぎて新年度

や、花見などの催し物シー
ズンとなれば需要が増える可能性も出
てくる。
一方、出荷頭数は全品種で前年より
増えるため、予想は困難な状況でもあ
る。消費が増えても、価格的にはもち
あいで推移するとみるのが妥当と思わ
れる。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み枝
肉平均単価は、乳去勢Ｂ２が９５０～１０００
円、Ｆ１去勢Ｂ４が１６００～１７００円、同Ｂ
３が１４００～１６００円、同Ｂ２が１２００～
１３００円、和牛去勢Ａ４が２２００～２４００円、
同Ａ３が２０００～２１００円での相場展開
か。

出荷頭数が増えず、
行楽シーズンに入
り強含みで推移か

２月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物が５８８円（前年同月比
１１１％）、中物は５７０円（１１３％）となっ
た。前月に比べそれぞれ５８円、６４円上
昇した。１月は前半の出荷頭数が多く
上物は５００円を割ることもあったが、後
半には堅調に推移して、２月に入って
も安定した需要により、６００円前後を保
った。
農水省の肉豚生産出荷予測による

と、３月は１４５万１千頭（前年同月比
９７％）と前年を下回って推移する見込
み。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、３月の輸入量は総量で６万８０００ｔ

（前年同月比９５％）の見込み。内訳は、
冷蔵品３万３９００ｔ（８７％）、冷凍品３
万４１００ｔ（１０４％）。冷蔵品は為替の影
響や主な輸入元である北米の相場高止
まりなどにより、かなり前年同月を下
回る見込み。冷凍品は欧州からの安定
的な供給で、上回る予測。
今後、暖かくなり卒業式や花見など
行楽需要が見込まれる。今年は桜の開
花も例年より早まるとの予報もあり、
消費に勢いがつくとも考えられる。新
型コロナウイルスも落ち着いてきて、
外食に勢いがついてきた。出荷頭数が
前年を下回り、輸入量も前年を下回る
ことから、相場は強含みで推移か。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が５９０～６１０円、
中物は５５０～５７０円で推移か。

肉牛農家の導入
が増えてくるも
強もちあいまで

【スモール】２月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が３万４９５５円（前年同
月比３５％）、Ｆ₁（雄雌含む）は９万４１７９
円（５８％）となった。前月に比べ、乳
雄は１万１２４４円の上げで、Ｆ₁も１万
４９４８円の上げとなった。
飼料費や生産資材の高騰により導入
を抑えていた肥育農家も、抑えてばか
りもいられず、買いが増えてきたが、
まだ勢いは感じられない。
【乳素牛】２月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が

１６万１８０４円（前年同月比６７％）、Ｆ₁去
勢は３６万１９０６円（９１％）だった。前月に
比べ、乳去勢は１万８５７７円上げ、Ｆ₁去
勢は２万９４９円下げた。Ｆ₁去勢は先月
上がったが１２月時点に戻ったことにな
る。
乳去勢は、肥育農家が導入をやや増
やす傾向にあり、強もちあいの展開と
なるか。
【和子牛】２月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
６８万４７０８円（前年同月比８７％）となっ
た。前月に比べ、６２２３円上げた。
和子牛も、肉牛農家がこれ以上導入
を抑え続けるわけにもいかず、徐々に
動きは出てくるであろうが、生産費高
騰も続いているので、大幅な買いに入
るのは困難な状況。

公益財団法人日本食肉消費総合セ
ンターは、食肉に関する意識調査結
果を発表した。毎年行っている意識
調査で、２２年１０月に首都圏・京阪神
圏の２０歳以上の１８００人から回答を得
た。
この中で食肉購入時に重視する点
では、牛肉・豚肉とも１位が「価格
が手頃であること」２位が「国産で
あること」３位が「鮮度（色つや）
がよいこと」であり、「国産である
こと」だけが前年を上回る結果とな
った（図）。
牛肉は「国産であること」が４５．０％
で前年より３．４㌽増加。５年前の

５２．７％から年々減少してきたが、よう
やく上昇に転じた。
豚肉も同様に「国産であること」が

４６．６％で前年より３．４㌽増加。こちらも
５年前の５３．３％から毎年減り続けてい
たが上昇に転じた。
２２年はウクライナ紛争や円安などに
より、様々な物価が高騰しているが、
食肉の価格はさほど高騰していないた
め、価格よりも国産に意識が向きやす
くなってきたようだ。また、輸入品が
日本に入ってこなくなるという危機感
もうかがえる。今後ますます国産の需
要が増え、価格が上昇することを期待
したい。

食肉購入時に重視する項目（上位３項目）

牛 肉 豚 肉

価格が手頃であること ５７．３% ４．５㌽減 ６９．６% ３．９㌽減

国産であること ４５．０% ３．４㌽増 ４６．６% ３．４㌽増

鮮度（色つや）がよいこと ４２．０% ２．０㌽減 ４２．０% ０．５㌽減
※ポイントの増減は前年比 資料 :「食肉に関する意識調査」報告書

２月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ５１９ ６２５ ３０１ ３０６ １５２，２６６ １３２，５９５ ５０６ ４３３
Ｆ₁去 １，７５９ １，５３３ ３３４ ３３９ ３５７，４８２ ３８９，３８１ １，０７０ １，１４９
和去 ２，２３３ ２，２９３ ３３２ ３３５ ７０７，９９８ ７０８，７７８ ２，１３３ ２，１１６

東 北
乳去 １２ － １７７ － ４０，７００ － ２３０ －
Ｆ₁去 １ － ３０１ － ２２１，１００ － ７３５ －
和去 ２，０７０ ２，０９６ ３２０ ３１９ ６８１，００４ ６８２，９６２ ２，１２６ ２，１４２

関 東
乳去 ６２ ４２ ２８９ ２９６ ２８１，５２９ ２７３，１１５ ９７３ ９２３
Ｆ₁去 １３０ ８５ ３４９ ３２７ ３７４，７５３ ３５５，５９８ １，０７４ １，０８９
和去 ９８０ ７０６ ３１４ ３２３ ６８４，３８６ ７４０，９６７ ２，１７６ ２，２９５

北 陸
乳去 － － － － － － － －
Ｆ₁去 － － － － － － － －
和去 － － － － － － － －

東 海
乳去 ８ ７ ２９１ ２７５ ２０９，６８８ ２１０，１００ ７２１ ７６４
Ｆ₁去 ５４ ５２ ３１５ ３１８ ３４８，２５２ ３６５，０３１ １，１０６ １，１４８
和去 ２３７ ４３８ ２６７ ２８１ ７２０，２６６ ６９５，９３３ ２，７０２ ２，４７５

近 畿
乳去 － － － － － － － －
Ｆ₁去 － － － － － － － －
和去 １２２ ４０９ ２５４ ２６１ ７６６，５７４ ７５０，６２８ ３，０１８ ２，８７５

中 四 国
乳去 ６５ ５４ ２７４ ２７３ １４１，３２４ １５６，１１８ ５１６ ５７２
Ｆ₁去 ２０１ ２１３ ３２７ ３３９ ３８３，９７７ ３６０，７１８ １，１７６ １，０６４
和去 ４９９ ７２４ ２９９ ３０３ ６４１，３３１ ６６１，２００ ２，１４２ ２，１８１

九州・沖縄
乳去 １ ３ ２８６ ３５１ ９０，２００ １５１，８００ ３１５ ４３２
Ｆ₁去 ７１ ２９２ ３２０ ３２６ ３９７，８５９ ３７５，８５０ １，２４３ １，１５３
和去 ７，５５８ １１，０００ ２９５ ２９６ ６８０，９８８ ６６５，０６７ ２，３１１ ２，２５１

全 国
乳去 ６６７ ７３１ ２９５ ３０３ １６１，８０４ １４３，２２７ ５４８ ４７３
Ｆ₁去 ２，２１６ ２，１７５ ３３３ ３３６ ３６１，９０６ ３８２，８５５ １，０８７ １，１３９
和去 １４，１２５ １７，６６６ ３０６ ３０４ ６８４，７０８ ６７８，４８５ ２，２３８ ２，２３２

注 : （独）農畜産業振興機構（alic）の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

国産肉を選ぶ割合が増加
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